


□ 2012年度第1四半期(4～6月)の連結売上高は対前年同期比▲4.9％減の
4,699億円、営業利益は対前年同期比▲18.5％減の557億円となりました。

□ 建設機械・車両部門では、鉱山機械が中南米、オセアニアを中心に堅調に推
移したものの、中国建機需要の低迷による販売減の影響が大きく、対前年同
期比▲1.6％の減収となりました。セグメント利益は中国需要減ならびに円高の
影響を受け、対前年同期比▲11.0％の減益となりました。

□ 産業機械他部門では、自動車メーカー向けのプレスや工作機械の需要が堅調
に推移しましたが、昨年度後半から急減速したワイヤーソーの需要が回復せず、
減収減益となりました。

□ 当四半期の業績および事業環境の変化に基づき、2012年度の業績予想を下
方修正しました。



□建設機械・車両部門では、中国建機需要の回復遅れに伴う売上減を他地域の売
上増、ならびに販売価格改善によってカバーしたものの、為替レートが米ドル、
ユーロに対し円高で推移したこと等により売上は対前年同期比▲68億円、
▲1.6％減収の4,297億円、セグメント利益は対前年同期比▲11％減益の542億
円となり、セグメント利益率は12.6％となりました。

□産業機械他部門ではワイヤーソー需要低迷の影響が大きく、売上は対前年同期
比▲174億円、▲28.9％減収の430億円となりました。セグメント利益は▲73.1％
減益の23億円、セグメント利益率は5.5％となりました。

□連結営業利益は▲18.5％減益の557億円となり、営業利益率は対前年同期比
▲1.9ポイントの11.9％となりました。

□純利益が対前年比▲42％と大きく減少していますが、昨年度の純利益にコマツ
レンタル(株)を吸収合併したことに伴う税効果127億円の影響を含んでいること
によるものです。



□ 建設機械・車両の地域別売上高(外部顧客向け)をみると、北米や日本の建設
機械、ならびにオセアニアや中南米、アフリカで鉱山機械が好調だったものの、
中国が対前年同期比▲46.0％、▲350億円と大幅な減収になったことで、全
体で対前年同期比▲1.5％、▲64億円の減収となりました。

□ 欧州はユーロ安の影響を受け、対前年同期比▲11.6％となりました。

□ 鉱山機械の売上（部品、サービス等含む）は、対前年同期比+329億円、
+26.9％増収の1,552億円と好調でした。



□ 建設機械・車両のセグメント利益を前年同期と比較すると、マイナス要因として
は、為替の影響▲30億円、業績連動賞与増加に伴う固定費増▲31億円、物量
差他▲90億円あり、これを販売価格の継続的な改善により挽回したものの、対
前年同期比が▲66億円減の542億円となり、セグメント利益率は12.6％となり
ました。

□ 為替差のうち▲14億円は、ユーロの影響によるものです。



□産業機械他部門では、需要低迷によりワイヤーソーの売上が対前年同期比
▲235億円の減収となり、堅調なプレス機械、工作機械等で挽回したものの、部
門全体の売上高は対前年同期比▲174億円減収の430億円となりました。

□セグメント利益は対前年同期比▲65億円減の23億円となりました。

□昨年第２四半期から新規に連結子会社化したギガフォトン(株)の売上54億円に
より、コマツハウス(株)の売上減▲22億円を補いました。

□ワイヤーソーの受注残は減少が続いていますが、プレスと工作機械の受注残は、
自動車メーカー向けを中心に安定した推移となっています。



□リテールファイナンスは総資産が4,095億円となり、前期末に比べ+60億円(為替
差を除く実質+約180億円)の増加となりました。

□建設機械の販売が好調な北米、豪州、タイ、チリで資産が増加しました。中国は
販売減に伴い、資産が減少しました。

□収益面では、北米の資産増加に加え、中国の資産減少に伴う引当金の戻しが寄
与して+12億円の増益となりました。

□中国では工事量の減少に伴い延滞比率が若干増加していますが、ファイナンス
の保守的な運営に加えて、KOMTRAXを活用した債権管理を行うことにより貸倒
損は発生していません。



□2012年6月末の総資産は22,442億円と、対前期末比▲762億円減となりました。

□売上債権の減少は主に中国等の売上減に伴うものです。

□棚卸資産は主に鉱山機械の需要増に伴い+30億円増加しました。中国の棚卸資
産は▲150億円減少しています。

□借入金は+81億円増の6,559億円で、ほぼ棚卸資産の増加に起因するものです。

□リテールファイナンスを除くネット・デット・エクイティ・レシオは0.03悪化し0.31と
なりましたが、株主資本比率は+0.3ポイント改善し、43.8％となりました。



□中国の建機需要の回復遅れ、燃料炭価格の下落による石炭鉱山向け鉱山機械
や中大型建設機械の需要減速リスク、ならびにワイヤーソーの需要低迷を見込
み、期初(2012年4月26日)に公表した2012年度の業績見通しを修正しました。

□為替レートは米ドル79円、ユーロは期初見通しに比べ6円円高の99円、元は
12.6円の前提です。

□売上の見通しは期初に対し▲1,300億円減の19,700億円、営業利益は▲530億
円減の2,620億円に修正しました。



□業績見通し修正後の建設機械・車両の売上高は、期初見通しを▲1,200億円下
回る17,660億円の見通しです。

□修正の内訳(左表)は、中国における建設機械需要回復遅れの影響が▲500億
円、燃料炭の価格下落に伴い、インドネシア鉱山向け売上減が建設機械・鉱山
機械あわせて▲500億円、北米・ＣＩＳ合わせて▲100億円、ならびに欧州の為
替差の影響で▲100億円を見込んでいます。



□当四半期(2012年第1四半期)の主要７建機の需要は、日本、北米、オセアニア
等で堅調に推移したものの、中国の需要がほぼ半減したことによって、全体で
対前年同期比▲5％のマイナスとなりました。

□2012年度年間の需要見通しは、中国の需要回復の遅れに加え、燃料炭の価格
下落に伴う石炭鉱山向け需要の減速リスクを反映し、対前期比▲3～▲8％減
を見込んでいます。



□当四半期、日本では東日本大震災被災地の復旧・復興に必要とされるレンタル
機の需要増に伴い、建設機械の需要が対前年同期比+61％と大きく伸長しまし
た。復興の本格化につれて、今後はレンタル以外の需要も拡大する可能性があ
ります。

□北米は住宅、道路建設向け建機需要が好調であることに加え、レンタル向け需
要が強く、当四半期の需要は対前年同期比+36％と堅調に推移しました。

□欧州では需要の約6割を占める独、仏、英が対前年同期比+9％と底堅いことに
加え、財政危機の影響を強く受ける南欧の需要構成比が全体の約6％に留まり
影響が軽微なこと、北欧が林業をはじめ堅調なことから、欧州全体の需要は対
前年同期比+2％と増加しました。



□中国では、中央政府による金融政策はとられているものの、新規工事の増加に
は至っておらず、建設・鉱山機械の需要は昨年の第3四半期以来、3四半期連続
で対前年同期比5割程度という低い水準が続いています。

□足元でも回復の兆しは見えないことから、需要の低調な状況はしばらく続くとみ
ており、2012年度通期の需要見通しは対前期比▲20～▲30％となる見通しで
す。



□東南アジアの建設・鉱山機械需要の約60％を占めるインドネシアでは、燃料炭
の価格下落に伴って、採算の厳しい中小石炭鉱山を中心に減産の動きが広がり
、鉱山向けの需要が6月から減少しています。



□鉱山機械は、鉄鉱山、銅鉱山向けの需要は引き続き堅調ですが、燃料炭価
格の下落に伴いインドネシアや北米等の石炭鉱山向け需要の減速を織り込
み、2012年度の鉱山機械需要を期初見通しから▲5ポイント下方修正し、
対前期比+7％としました。

□鉱山機械の受注残は、ダンプトラックHD785等インドネシア向けの比率が
高い「コマツ単独」で減少傾向にあるものの、電気駆動式ダンプトラック
を生産するコマツアメリカや、超大型油圧ショベルを生産するコマツマイ
ニングジャーマニーでは引き続き高い受注残レベルを維持しています。

□コマツアメリカ・コマツマイニングジャーマニー2社においては2012年度
の受注充足率は9割以上に達し、2013年度の商談も進展している他、2014
年度の商談も始まりつつあり、インドネシア向けを除き鉱山機械の需要は
引き続き堅調です。




